
社会・人口

森林利用

狩猟

獣害

鳥獣害の記録

シカの袋角猟（日本書紀）

巣鷹山初出

飛鳥 奈良弥生時代 室町

古代の略奪期 中世の略奪期

1年 500 年 1000 年 1500 年

日本列島の人口

古墳 平安 鎌倉

「轆轤」が正倉院文書に初出

危険な罠の禁止（日本書紀，令義解）

檻穽・機槍による狩猟

階層による分化

天皇など：鷹狩・大規模巻狩・薬猟
民間：罠・追込み猟 → 狩猟集団

狩猟集団の解体

農村部への雇われ猟師と
マタギ集落の発生

源頼朝，富士の巻狩り

日本書紀

法隆寺の創建
東大寺大仏殿完成 東大寺大仏殿再建

藤原京遷都

平城京遷都
長岡京遷都

平安京遷都

三世一身法
墾田永年私財法

令義解

武士の登場

延久の荘園整理令

応仁の乱



鉄砲による狼駆除

社会・人口

森林利用

狩猟

獣害

東北の牧の歴史

対馬でイノシシ殲滅

生類憐みの令

猪ケカチ（仙台藩・八戸藩）

シカによる
森林荒廃

各地で農林業被害

カモシカ保護

各地でシシ垣の構築と維持

鳥獣害の激化

狂犬病の渡来と流行

鉄砲伝来 鉄砲による狩猟

刀狩り 「諸国鉄砲改め」1680 年

狩猟の二重構造成立

村田銃の払下げ開始

狩猟規制の緩和

各地で
哺乳類の激減

オオカミ絶滅

カワウソ
  本州で絶滅

男鹿半島でシカ 2.7 万頭狩猟

浅間山大噴火

日清戦争
 日露戦争

狩猟規制と鉄砲管理

高度経済成長

燃料革命

山菜ブーム

木材の輸入
  関税引下げ

巣鷹山争論

焼畑地争論

地租改正

鷹狩停止
巣守制度

江戸 明治室町時代 昭和

近世の略奪林業 育成林業 (植林の普及 )

産業興隆による伐採，禿山化

拡大造林

1500 年 1600 年 1700 年 1800 年 1900 年 2000 年

日本列島の人口

長野県のシカ
生息頭数イメージ

東大寺大仏殿再々建

朱印船貿易

天明の大飢饉

天保の大飢饉
天明の大火

明治維新

神仏分離令

文禄・慶長の役

戦乱の時代

寛永の大飢饉

宮崎安貞「農業全書」

15 年戦争長篠の合戦

中世の
略奪期

シカ皮の輸入

市場流通目的と農耕獣害対策

富国強兵
殖産興業

鎖国状態

元禄の飢饉

明暦の大火

農地解放

宝永大噴火



鉄砲所持禁
止令公布

社会・人口

森林利用

狩猟

獣害

近現代の枯渇

江戸時代 昭和

1850 年 1860 年 1900 年 1950 年

明治 大正

1870 年 1880 年 1890 年 1910 年 1920 年 1930 年 1940 年

近世における育成林業

野生哺乳類の激減 オオカミ絶滅

狩猟規制の緩和

村田銃の払下げ開始

農業害獣駆除・防除

オオカミ捕獲の
賞金制度開始

オオカミが集団
で牛馬を襲う

被害が極小

日清戦争 日清戦争 シベリア出兵

太平洋戦争満州事変

日中戦争

木材輸入関税引下げ

第 1次世界大戦

森林法改正

地租改正

長野県各地でシカの被害

明治維新

神仏分離令

長野県で
シカが絶滅危惧

天然記念物に指定

カモシカが狩猟獣から除外

下北半島で
イノシシ絶滅

下北半島で
オオカミ絶滅

下北半島で
シカ絶滅

マタギの狩猟対象がカモシカから
ツキノワグマへと移行

大日本狩猟
倶楽部結成

大日本狩猟
倶楽部結成

戦時体制化の統制狩猟

軍需用・輸出用毛皮の需要が高まる

森林法公布

狩猟法改正狩猟法公布

岩手県の
オオカミ被害

この頃本州で
カワウソ絶滅

東北大冷害
全国で大凶作

富国強兵・殖産興業

軍需用木材の需要が高まる？

農地解放

--40 万 ha/ 年 --

--60 万 ha/ 年 --

民有林野における伐採面積

民有林野における人工更新面積



育成林業

天然林面積の推移

人工林面積の推移

社会・人口

森林利用

狩猟

獣害

各地で農林業被害

高度経済成長

燃料革命

昭和時代 平成

拡大造林政策

1950 年 1960 年 1970 年 1980 年 1990 年 2000 年

戦後復興等のため，木材需要急増

木材輸入の全面自由化
近現代の枯渇

野生哺乳類の激減

野生哺乳類の増加傾向

建築用の木材需要増加
木材製品が廃れ，石油製品へ
道路網整備

山菜ブーム

岩手県五葉山でシカが急増

山菜の流通

道の駅開始

各地で農林業被害

長野県でシカ食害が問題化

朝鮮戦争

第 1次オイルショック

第 2次オイルショック

神武景気 岩戸景気 いざなぎ景気 第 14 循環拡大期バブル景気

変動相場制
へ移行

秋山，かなり広範囲で伐採可能
秋山，国有林の伐採制限

秋山，ほとんど木材伐採できない

秋山，観光開発．木鉢が土産物

野鼠やノウサギによる森林被害

シカによる森林被害

-- 5 万 ha --

シカによる
農産物被害面積

シカによる
林業被害面積

--30 万 ha/ 年 --

民有林野における伐採面積
民有林野における人工更新面積

2010 年

--1000 万 ha--

--1600 万 ha/ 年 --

シカ捕獲頭数
ハンター数
--50 万人 --

--14 万頭 /年 --

スポーツハンティングブーム

特定鳥獣保護管理計画制定

鳥獣保護法


